
去
る
１
月
22
日(

日)

浦
添

市
の
て
だ
こ
ホ
ー
ル
に
お
い
て

ス
マ
ホ
お
き
な
わ
ル
ー
ル
づ
く

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

た
。
去
年
に
引
き
続
い
て
の
も

の
だ
が
、
今
回
か
ら
沖
縄
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
・
沖
縄
県
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
主
催
と
な
っ

て
い
る
。

沖
縄
県
警
察
本
部
サ
イ
バ
ー

犯
罪
対
策
係
長
の
赤
嶺

智
氏

を
講
師
と
し
て
基
調
講
演
を

行
っ
た
後
、
保
護
者
代
表
で
宜

野
座
美
香
さ
ん
（
沖
縄
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
母
親
委
員
）
・
仲
西

春
雅
さ
ん
（
沖
縄
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
）
、
教
師

代
表
で
屋
良

淳
さ
ん
（
沖
縄

県
警
察
本
部
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

課
長
補
佐
）
高
校
生
代
表
で
糸

数
正
哉
君
（
沖
縄
工
業
高
校
）
・

多
和
田
茉
夏
（
普
天
間
高
校
）
、

中
学
生
代
表
で
宮
城

正
汰
君
（
首
里
中
学

校
）
・
椎
本
結
衣
さ

ん
（
神
森
中
学
校
）

が
登
壇
し
て
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

講
演
の
な
か
で
は
、

出
会
い
系
サ
イ
ト
が
減
り
代
わ
っ

て
出
会
い
系
ア
プ
リ
が
台
頭
し

て
い
る
こ
と
や
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の

利
用
で
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
等
の
現

状
の
説
明
が
あ
り
、
ネ
ッ
ト
で

の
言
葉
の
暴
力
が
相
手
が
見
え

な
い
た
め
に
「
陰
湿
に
な
る
」

「
繰
り
返
す
」
な
ど
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
や
す
く
、
「
心
が
折
れ
た

時
」
に
は
自
殺

に
向
か
う
危
険

性
が
指
摘
さ
れ

た
。
ま
た
、
安

易
な
「
い
た
ず

ら
写
真
の
投
稿
」

が
世
界
中
の
ク

レ
ー
ム
を
呼
び
、
企
業
を
倒
産

に
追
い
込
む
危
険
性
が
あ
る
等

の
指
摘
も
あ
っ
た
。

投
稿
し
た
写
真
に
撮
影
し
た

場
所
の
情
報
が
デ
ー
タ
と
し
て

含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、

閲
覧
者
に
居
場
所
が
特
定
さ

れ
、
危
険
が
迫
る
可
能
性
が
あ

る
話
も
あ
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ

た
相
手
と
は
会
わ
な
い
こ
と
と
、

何
か
あ
れ
ば
必
ず
大
人
に
相
談

す
る
と
い
う
こ
と
は
特
に
強
調

し
て
説
明
し
て
い
た
。

（
末
吉
建
作
）
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家
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で
決
め
よ
う
適
切
な
使
い
方
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母親委員会の活動を振り返って

長山勝美 県Ｐ副会長の熱意と努力により、沖縄県では十数年振りに復活した「母親委員会」は年に３回（６月・９月・２月）

県内各地区より代表が集まり開催されました。

初回は「はじめまして！」の緊張の面持ちの中、自己紹介から始まり、これまでの経緯やこれからの取組みについて活動計画を

立てました。２回目は、各地区での母親委員会（地区によっては家庭教育学級での活動も含め）での取組み報告を行い、スマホ

問題など、どの地区も同様の悩みに共感し、また、他地区での取組みに感銘や気づきを得ることが出来、会議後に行われた交流

会にてより一層の絆が深まりました。３回目では、九州ＰＴＡ母親代表委員会に参加した長山副会長からの報告に始まり、各地

区からの活動報告、次年度の取組み・引き継ぎ事項について話し合いました。参加者からの全員一致の声で「年３回の開催は少

ない！もっといろいろ情報交換がしたい」という意見がありました。再活動し始めた母親委員会、次年度以降からはもっと活発

に更に内容を充実して開催されることを期待しています。ＰＴＡ活動で母代に参加することが出来て良かった！とても楽しい時

間を過ごすことが出来ました。皆さんとの出会いに感謝です！長山副会長ありがとうございました！

母親委員会 副委員長 下地イツ子

健全育成委員会

健全育成委員会では昨年度に引き続き「夜９時まで

には帰りましょう運動」に取り組みました。沖縄県社

交飲食業生活衛生同業組合様に後援に入ってもらうか

たちでポスターを増刷、同組合を通して各地区の飲食

店等に配布しています。今後この運動の浸透状況を県

全域でチェックし、次のアクションを起こしたいと思

います。痛ましい事件や事故が続いています。皆の知

恵と行動で子どもたちの環境と未来をよいものにしよ

うではありませんか！

健全育成委員会 委員長 米須 清一郎

沖縄県ＰＴＡ連合会の常置委員会はどんな事をしているの？

調査研究委員会

調査研究委員会では、教育に関する保護者の意識調査を

行いました。全国等、他の地域との比較をする為、日本PT

A全国協議会の行っている数多くのアンケートの問いの中

から、家庭教育について、携帯やスマホの利用について、

それぞれ10問のアンケートを沖縄県PTA研究大会宮古大会

で実施しました。結果は全項目で良い方向の回答が大多数

を占め、全体的に意識の高さが伺えました。全国と比較し

ても同等、もしくはそれ以上の結果でした。皆さん、ご協

力ありがとうございました。

調査研究委員会 委員長 上原 博

家庭教育委員会

本年度の家庭教育委員会の活動状況を報告いたします。

本年度は実際の活動としましては１件、来年度の計画につ

いて二件の立案を行いました。まず、実際の活動につきま

しては、２月の理事会に合わせ、最近、テレビやラジオの

ＣＭで話題の「家～なれ～運動 親の学び合いプログラム」

を県Ｐ三役以下各役員の皆様に、体験していただきました。

初めて受講した方も含め、今後の県内全体での更なる普及

を促す為にも、参加した皆様、更なる口コミによる受講の

推進をよろしくお願いします。また、来年度の計画としま

して、「食育」をテーマに県内各小中学校に対して、食育

に関するポスター募集、優秀作品の表彰とポスター配布を

計画します。さらには食育に関する研修を計画しておりま

すので、理事の皆様、見分を深め食育を通して、家庭での

親子の関わり合いの重要性を再認識していきましょう。

家庭教育委員会 副委員長 中沼 豊

総務委員会

総務員会では、スマホやインターネットによるトラブルに会

わない為に、スマホルール作り、講演会、シンポジウム等を開

催しています。とても良い内容ですが、参加者が少ない。参加

動員・アピール等が今後の課題でもあります。

私はスマホについての講演会等には積極的に参加していますが、

毎回新しい良い発見がありますが、逆にトラブル形態が新しい

ものが出たりと日々急速に変わっていることを実感しておりま

す。その中で、学校での対応を先生方が行うのは非常に難しい

のではないか、負担が大きいのではないか、といった意見が多

くありました。その対応として、専門家や専門教育を受けた方

へ協力してもらい、先生方の負担を抑えてはどうか。

スマホ110番等を作る、県教育委員会に県Ｐとして、スマホ110
番を提案をしてはどうか。スマホ中心の委員会でしたが、後半

は最近あった、バイク事故の件に話が移り、なぜ防げなかった

か、必ずだれか大人が見ているはずなのに、声掛けできなかっ

たのかと悔みます。今後の対応として、声掛けとの取り組みを

もっと重要視する。その他いろいろな課題と対策について１年

間話し合いました。

総務委員会 委員長 友利正治
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八
重
瀬
町
立
東
風
平
中
学
校

校
長

大
城
盛
幸

人
は
様
々
な
個
性
・
特
性
を
持
っ
て
生
ま
れ
て

き
て
、
学
校
や
地
域
社
会
等
で
行
わ
れ
て
い
る
活

動
と
出
会
い
、
関
わ
り
合
い
、
努
力
を
重
ね
て
い

く
中
で
、
そ
の
持
て
る
才
能
を
開
花
さ
せ
、
人
生

を
豊
か
に
彩
ら
せ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
や
空
手
道
場
、
バ
レ
エ
教

室
、
三
線
・
舞
踊
教
室
、
珠
算
塾
な
ど
の
稽
古
ご

と
に
始
ま
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
学
校
教
育
の
中
の

授
業
や
部
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
興

味
・
関
心
を
持
ち
、
そ
の
後
の
関
わ
り
の
中
で
没

頭
し
て
い
く
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

本
校
で
も
ス
ポ
ー
ツ
面
の
部
活
動
を
は
じ
め
、

吹
奏
楽
部
や
美
術
部
、
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
な
ど
の

文
化
面
の
部
活
動
も
盛
ん
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

生
徒
会
活
動
の
中
で
も
各
種
委
員
会
を
中
心
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、

ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ
な
ど
の
自
主
企
画
を
通
し
て
、

一
人
一
人
の
個
性
発
揮
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
学
校
生
活
の
一
番
多
い
時
間

を
し
め
る
授
業
に
お
い
て
、
生
徒
は
学
ぶ
過
程
の

中
か
ら
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
自
分
の
良
さ
を
発

揮
で
き
る
夢
や
目
標
を
見
つ
け
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
進
路
学
習
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
自
分

の
生
き
方
在
り
方
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
本
校
で
は
地
域
を
学
び
、
生
き
方
を
考

え
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
、
３
年
生

は
地
域
の
伝
統
芸
能
を
学
び
ま
す
。
踊
り
や
三
線
、

棒
術
、
空
手
、
太
鼓
、
組
踊
、
伝
統
工
芸
の
指
導
・

稽
古
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
、
地
域
で
専
門

に
取
り
組
ん
で
い
る
講
師
の
先
生
方
の
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
そ
の
関
わ
り
を
通
し
て
技
術
面
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
芸
能

の
持
つ
魅
力
や
地
域
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

も
一
緒
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
東
風

平
人
（
こ
ち
ん
だ
ん
ち
ゅ
）
と
し
て
の
自
信
と
誇

り
を
持
ち
、
豊
か
な
人
生
を
築
く
こ
と
に
繋
が
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

子
ど
も
達
の
可
能
性
は
無
限
で
す
。
一
人
一
人

の
子
ど
も
達
に
は
様
々
な
可
能
性
の
芽
が
備
わ
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
ど
こ
で
そ
の
発
芽
の

機
会
が
訪
れ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

今
日
の
授
業
の
中
の
分
か
っ
た
、
で
き
た
と
い
う

喜
び
の
一
瞬
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
々
の
部
活
動

練
習
の
中
の
コ
ー
チ
の
一
言
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
る
い
は
、
月
１
回
の
読
み
語
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
一
冊
の
絵
本
と
の
出
会
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
学
校
教
育
は
徳
知
体
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
取
組
が
強
く
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
教
師
の
関
わ
り
だ
け
か
ら
で

は
な
く
、
地
域
社
会
の
様
々
な
人
々
と
の
出
会
い

を
通
し
て
、
そ
の
機
会
は
よ
り
多
く
な
る
は
ず
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
地
域
人
材
の
活
用
、
関
わ
り

は
も
っ
と
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

豊
見
城
市
立
豊
見
城
中
学
校

校
長

砂
川
芳
之
助

去
る
一
月
八
日
の
豊
見
城

中
学
校
区
成
人
式
に
出
席
し

た
。
晴
れ
着
を
身
に
ま
と
っ

た
本
校
六
四
期
生
の
成
人
が

体
育
館
に
集
い
、
宮
城
前
校

長
を
始
め
恩
師
の
先
生
方
も

多
数
参
加
さ
れ
て
い
た
。
恩

師
の
挨
拶
で
「
自
慢
の
生
徒

だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
通

り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

私
語
の
ほ
と
ん
ど
無
い
、
厳

粛
さ
あ
り
、
感
動
あ
り
の
素

晴
ら
し
い
成
人
式
だ
っ
た
。

本
校
の
新
た
な
伝
統
の
基
礎

を
作
り
、
「
豊
中
ブ
ラ
ン
ド
」

を
ス
タ
ー
ト
し
た
生
徒
達
だ

と
聞
い
た
。

豊
見
城
中
学
校
へ
赴
任
し

た
の
は
三
年
前
。
学
年
・
全

体
集
会
時
や
授
業
な
ど
で
の

座
る
姿
勢
、
聞
く
態
度
は
驚

く
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
。
更
に

生
徒
の
一
日
は
、
朝
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
あ
い
さ
つ

運
動
、
元
気
な
校
歌
斉
唱
で

ス
タ
ー
ト
す
る
。
部
活
動
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
生
徒

会
が
挨
拶
運
動
を
リ
ー
ド
し

て
い
る
。
そ
の
他
の
実
践
も

含
め
て
「
豊
中
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
豊
中
の
新
た
な

伝
統
「
豊
中
ブ
ラ
ン
ド
」
を

一
年
生
の
頃
か
ら
実
践
し
た

生
徒
達
が
前
年
度
、
全
日
本

少
年
軟
式
野
球
大
会
で
「
全

国
制
覇
」
の
偉
業
を
成
し
遂

げ
た
。
朝
早
く
登
校
し
て

「
豊
中
ブ
ラ
ン
ド
」
を
積
極

的
に
実
践
し
て
き
た
野
球
部

員
だ
。
毎
日
の
活
動
で
身
に

つ
い
た
根
気
強
さ
、
継
続
す

る
力
、
素
直
に
実
践
す
る
心

な
ど･

･
･

目
に
見
え
な
い
大

き
な
力
が
試
合
の
大
事
な
場

面
で
発
揮
で
き
て
い
た
と
考

え
る
。

本
年
度
は
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
が
三
三
年
ぶ
り
、
男
子

卓
球
部
が
二
三
年
ぶ
り
の
島

尻
地
区
優
勝
の
実
績
を
残
し

た
。
学
習
面
で
も
着
実
に
伸

び
て
き
て
お
り
、
「
豊
中
ブ

ラ
ン
ドYes,

we
can

豊
中
プ
ラ
イ
ドY

es
,
I

h

a
v
e

輝
く
豊
中
魂
８
」

（
生
徒
会
テ
ー
マ
）
で
輝
く

生
徒
・
豊
中
の
活
躍
が
、
創

立
七
十
周
年
を
迎
え
る
平
成

二
九
年
度
も
と
て
も
楽
し
み

で
あ
る
。

木
も
れ
陽

良
さ
を
見
つ
け
伸
ば
す

木
も
れ
陽

豊
中
ブ
ラ
ン
ド
で
輝
く
生
徒
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
中
頭

地
区
北
谷
町
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」
の
活
動
で

す
。

20
代
の
若
者
た
ち
６
人
で
結

成
さ
れ
、
４
年
前
に
活
動
を
開
始

し
、
様
々
な
理
由
で
夜
遊
び
を
繰

り
返
す
子
ど
も
達
の
居
場
所
づ
く

り
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
子
ど
も
達(

主
に

中
学
生)

の
居
場
所
づ
く
り
・
立
ち

直
り
支
援

・
生
活
支
援(

学
習
支

援
、
食
事
提
供
、
登
校
支
援)

、
夜

間
街
頭
指
導
、
地
域
清
掃
等
で
す
。

代
表
の
仲
座
大
二
さ
ん
は
、
「
自

分
が
悪
さ
を
し
て
い
た
少
年
時
代

に
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
く
れ

る
大
人
が
側
に
い
て
欲
し
か
っ
た

ん
で
す
。
自
分
自
身
が
そ
の
大
人

に
な
ろ
う
と
決
意
し
た
こ
と
が
活

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
で
す
。
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

本
会
は
、
昨
年
か
ら
拠
点
と
し

て
事
務
所
を
設
け
て
お
り
、
そ
こ

で
は
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
の

19

時
か
ら

21
時
に
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
や
受
験
勉
強
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
勉
強
会
な
ど
様
々
な
活
動
を
行

う
と
の
こ
と
で
し
た
。
私
が
お
じ
ゃ

ま
し
た
会
に
お
い
て
は
、
「
自
分

の
未
来
と
夢
」
が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
テ
ー
マ
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、

参
加
し
て
い
る
子
ど
も
達
に
将
来

就
き
た
い
仕
事
や
夢
を
紙
に
書
い

て
も
ら
い
な
が
ら
、
自
分
自
身
の

体
験
、
生
い
立
ち
を
包
み
隠
さ

ず
話
す
大
人
の
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
言
葉
を
静
か
に
聞
き

入
る
子
ど
も
達
の
態
度
を
見
な

が
ら
、
「
寄
り
添
っ
て
く
れ
る

大
人
が
近
く
に
い
る
」
こ
と
が

き
っ
と
伝
わ
る
、
こ
の
思
い
や

一
生
懸
命
な
姿
が
子
ど
も
達
を

導
い
て
く
れ
る
に
だ
と
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

こ
の
若
者
た
ち
の
活
動
は
、

子
を
持
つ
親
と
し
て
大
人
と
し

て

、
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
ず
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
活
動
の
一
つ
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

(

新
垣

早
苗)

【
上
区
獅
子
舞
保
存
会
】

一
八
九
二
年
、
当
時
あ
っ

た
五
つ
の
集
落
を
行
政
分
離

に
よ
り
、
平
良
の
添
え
村
と

し
て
下
里
添
村
と
し
、
そ
の

際
、
村
わ
け
の
祝
い
と
し
て

下
里
の
主
が
、
村
の
守
護
神

で
あ
る
二
頭
の
獅
子
を
下
里

添
村
に
贈
り
、
そ
の
後
、
下

里
添
村
で
は
感
謝
を
こ
め
て

毎
年
旧
暦
八
月
十
五
日
に
豊

年
祭
を
催
し
、
獅
子
舞
を
ブ

ン
ミ
ャ
ー
ウ
タ
キ
に
て
行
う

慣
わ
し
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
獅
子
舞
が
上
区
の
獅

子
舞
と
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

下
里
添
村
は
一
九
二
一
年

に
下
里
添
上
区
と
下
里
添
下

区
に
分
字
し
、
上
区
は
そ
の

後
上
区
部
落
、
戦
後
は
下
北

部
落
と
も
称
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
城
辺
町
の
こ
ろ
各
種
補

助
事
業
が
導
入
さ
れ
、
連
続

二
十
年
間
、
農
事
奨
励
賞
を

受
賞
し
て
い
る
等
純
農
村
地

域
で
す
。
近
年
で
は
さ
と
う

き
び
を
は
じ
め
、
マ
ン
ゴ
ー

や
和
牛
生
産
が
盛
ん
で
あ

る
。
昭
和
五
十
九
年
四
月

に
上
区
獅
子
舞
保
存
会
は
、

獅
子
舞
い
地
域
の
重
要
な

伝
統
文
化
を
継
承
し
後
世
に

伝
え
る
た
め
結
成
さ
れ
、
豊

年
会
の
他
に
も
地
域
の
祭
り

や
郷
友
会
、
さ
ら
に
は
他
県

や
他
の
地
区
に
お
い
て
も
獅

子
舞
を
披
露
し
て
お
り
、
現

在
ま
で
約
百
回
以
上
の
演
舞

を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
宮
古
地
区
通
信
委
員伊

波

孝
子
）

(4)

未
来
を
つ
く
る
若
者
た
ち
の
活
動

（
第
二
十
一
回
）

我
が
校
区
の
文
化
・
歴
史
遺
産
紹
介

第19回
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沖
縄
に
住
み
始
め
て
二
十

七
年
目
、
気
が
つ
く
と
元
気

い
っ
ぱ
い
男
の
子
四
人
の
お

母
さ
ん
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

三
人
の
息
子
は
石
垣
島
、

末
っ
子
は
沖
縄
本
島
、
ど
ち

ら
に
し
て
も
親
も
親
戚
も
い

な
い
、
数
名
の
友
人
し
か
い

な
い
沖
縄
で
の
子
育
て
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。

主
人
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て

い
る
の
で
子
供
が
幼
い
時
は
、

仕
事
が
終
わ
る
ま
で
一
緒
に

職
場
に
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
熱
を
出
し
て
も
ケ
ガ

を
し
て
も
預
け
る
所
が
な
く
、

一
人
で
留
守
番
さ
せ
た
事
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ

で
四
人
と
も
逞
し
く
兄
弟
思

い
の
子
供
た
ち
に
育
ち
ま
し

た
。彼

ら
が
小
さ
い
時
は
、
忙

し
い
合
間
を
縫
っ
て
公
園
、

海
、
そ
し
て
キ
ャ
ン
プ
に
よ

く
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
ま

た
、
部
屋
に
布
団
を
敷
き
つ

め
て
六
人
で
〇
〇
〇
ご
っ
こ
、

主
人
が
怪
獣
役
を
し
た
の
を

思
い
出
し
ま
す
。

我
が
家
で
唯
一
今
も
続
け

て
い
る
の
は
、
家
族
全
員
で

夕

食

を

食

べ

る

事(

も

ち

ろ

ん
会
議
、
学
校
の
用
事
等
の

あ
る
時
は
別
で
す
）
家
族
で

同
じ
食
事
を
美
味
し
く
食
べ

る
。
私
達
夫
婦
は
、
仕
事
か

ら
帰
っ
て
来
る
の
が
遅
い
の

で

す

が

、

小

さ

い

時

か

ら

一

緒

に

食

べ

て

今

日

一
日
の
話
を
す
る
の
が
、

親

子

、

兄

弟

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

に

な

っ

て

い

ま

す

。

み

ん

な

が

帰

っ

て

来

る

の

を

待

っ

て
六
人
で
夕
食(

今
は
四

人
で)
、
学
校
の
出
来
事
、

悩
み
、
ニ
ュ
ー
ス
の
話
、

恋

話

、

勉

強

、

ク

イ

ズ

ｅ

ｔ

ｃ

、

み

ん

な

が

話

す

の

で

長

い

と

二

時

間

以

上

に

な

る

事

も

、

そ

の

中

で

子

供

た

ち

の

悩

み

、

考

え

方

を

知

り

、

親
と
し
て
教
え
ら
れ
る
事
、

大
人
と
し
て
の
意
見
な
ど
話

な
が
ら
、
私
も
多
く
の
こ
と

を
学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

こ

れ

が

我

が

家

の

食

育

か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
思
う
事
を

言
い
合
い
、
他
を
認
め
合
い

な
が
ら
そ
れ
な
り
に
心
が
満

た
さ
れ
育
っ
て
く
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
大
変
あ
り
が
た

い
息
子
た
ち
に
感
謝
し
て
ま

す
。

そ

し

て

、

こ

の

場

を

か

り
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
出
会
っ

た
方
々
、
た
く
さ
ん
の
友
人

が
出
来
た
事
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

那
覇
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

副
会
長

樋
口

泰
子

(5)

我
が
家
の
子
育
て

ダ
イ
ニ
ン
グ

メ
ッ
セ
ー
ジ
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保
護
者
が
知
る
べ
き
、
ネ
ッ
ト
に
関
わ
る
法
律

あ
な
た
は
、
子
ど
も
に
ス
マ

ホ
を
持
た
せ
る
前
に
ネ
ッ
ト
に

関
わ
る
法
律
を
教
え
て
い
ま
す
か
？

今
回
は
、
保
護
者
が
気
軽
に

行
っ
た
ス
マ
ホ
の
写
真
撮
影
と

ネ
ッ
ト
へ
の
投
稿
（
公
開
）
行

為
に
端
を
発
し
た
小
学
６
年
女
児

か
ら
の
相
談
事
例
を
も
と
に
考
察

し
ま
す
。

「
先
生
、
私
の
顔
写
真
を
い
く

つ
か
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の

メ
ン
バ
ー
が
持
っ
て
い
ま
す
。

気
味
が
悪
い
の
で
助
け
て
く
だ
さ

い
」
６
年
生
女
児
か
ら
の
相
談

で
あ
る
。
な
ぜ
、
女
児
の
知
ら

な
い
と
こ
ろ
で
彼
女
の
顔
写
真
が

拡
散
し
た
の
か
。
調
べ
て
み
る

と
、
発
端
は
授
業
参
観
で
母
親

が
、
授
業
中
の
息
子
Ａ
君
を
ス

マ
ホ
で
撮
影
、
そ
の
写
真
に
は

Ａ
君
と
隣
の
席
の
女
児
も
写
っ

て
い
た
。
そ
の
授
業
中
の
写
真

を
保
護
者
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿

（
公
開
）
し
た
。
後
日
Ａ
君
は
、

母
親
の
ス
マ
ホ
に
記
録
さ
れ
た
女

児
の
顔
写
真
を
加
工
・
編
集
し
、

自
分
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に

投
稿
し
た
。
写
真
を
共
有
し
た

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
一
人
が

そ
の
写
真
を
別
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー

プ
に
投
稿
し
た
。
こ
の
行
為
が

繰
り
返
さ
れ
る
う
ち
に
、
女
児

の
顔
写
真
と
本
名
が
記
述
さ
れ
、

拡
散
に
発
展
し
た
。
自
分
が
知

ら
な
い
う
ち
に
顔
写
真
を
拡
散
さ

れ
た
女
児
は
心
を
傷
つ
け
、
見

え
な
い
不
安
に
怯
え
て
い
る
。

Ｂ
君
の
母
親
が
何
気
な
く
行
っ

た
授
業
参
観
で
の
写
真
撮
影
、

そ
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
（
公

開
）
。
母
親
の
撮
影
行
為
は

「
肖
像
権
の
侵
害
」
、
違
法
行

為
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

ス
マ
ホ
は
手
軽
に
写
真
撮
影
や
動

画
を
撮
影
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿

（
公
開
）
が
で
き
る
。
保
護
者

の
安
易
な
写
真
や
動
画
の
撮
影
・

ネ
ッ
ト
へ
の
投
稿
（
公
開
）
は
、

「
肖
像
権
」
や
「
名
誉
毀
損
・

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
」
な
ど

の
違
法
行
為
と
な
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
、
ス
マ
ホ
を
子

ど
も
に
使
用
さ
せ
る
前
に
こ
の
法

律
を
教
え
て
お
か
な
い
と
、
子

ど
も
た
ち
は
ス
マ
ホ
で
勝
手
に
他

人
や
友
達
の
写
真
・
動
画
を
撮
影

し
た
り
、
ネ
ッ
ト
に
投
稿
（
公

開
）
し
た
り
、
罪
の
意
識
な
く

加
害
者
に
も
被
害
者
に
簡
単
に
な
っ

て
し
ま
う
。
「
あ
な
た
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
懇
親
会
な
ど
に
参
加
し
た
と

き
に
、
相
手
の
同
意
を
得
ず
に
、

写
真
・
動
画
を
撮
影
し
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
投
稿
（
公
開
）
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
」
そ
の
姿
を
見
て
い

る
子
ど
も
は
、
親
と
同
じ
よ
う

に
相
手
の
承
諾
を
得
ず
に
写
真
や

動
画
を
撮
影
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
。あ

る
保
護
者
対
象
の
講
演
会

で
質
問
を
し
た
。
「
う
ざ
い
」

「
お
前
フ
ラ
ー
（
バ
カ
）
か
」

こ
の
言
葉
を
ネ
ッ
ト
に
コ
メ
ン

ト
さ
れ
た
、
ま
た
は
直
接
言
わ

れ
た
。
さ
て
、
あ
な
た
は
「
い

じ
め
」
だ
と
思
い
ま
す
か
？

こ
の
問
い
か
け
に
「
い
じ
め

だ
」
と
判
断
し
た
人
は
、
参
加

者
２
割
程
度
だ
っ
た
。
こ
の
結

果
は
、
中
学
生
に
質
問
し
た
と

き
と
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ
る
。

な
ぜ
「
い
じ
め
」
だ
と
判
断
し

な
か
っ
た
か
、
「
普
段
言
っ
て

い
る
か
ら
、
言
わ
れ
て
も
傷
つ

か
な
い
よ
」
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
「
悪
口
・
文
句
程
度
と
い
う

の
が
適
切
」
と
い
う
意
見
だ
っ

た
。

私
も
「
い
じ
め
」
と
は
思

わ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
犯

罪
」
だ
。
「
名
誉
毀
損
・
侮
辱

罪
」
に
該
当
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

自
分
に
と
っ
て
は
傷
つ
か
な
い

感
覚
の
言
葉
で
も
、
相
手
が
心

を
傷
つ
け
れ
ば
、
そ
れ
は
犯
罪

を
犯
し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
。

こ
の
法
律
を
小
学
校
高
学
年
か
ら

教
え
る
こ
と
は
、
ネ
ッ
ト
社
会

か
ら
子
ど
も
の
「
心
」
を
守
る

と
い
う
意
味
で
も
非
常
に
重
要
だ

と
実
感
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
は
相
手
の
顔

が
見
え
な
い
た
め
他
人
に
攻
撃
的

に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
誹
謗
中
傷
は
容
赦
な
く

子
ど
も
の
心
を
破
壊
す
る
。
も

し
も
、
ネ
ッ
ト
に
誹
謗
中
傷
コ

メ
ン
ト
が
書
き
込
ま
れ
た
ら

「
あ
な
た
は
軽
い
気
持
ち
で
コ

メ
ン
ト
し
た
か
も
し
れ
な
い
、

で
も
あ
な
た
の
コ
メ
ン
ト
は
名
誉

毀
損
・
侮
辱
罪
に
該
当
す
る
恐
れ

が
あ
る
」
と
警
告
す
る
こ
と
。

感
情
の
や
り
取
り
は
控
え
法
律
で

対
応
す
る
こ
と
が
被
害
を
防
ぐ
こ

と
に
な
る
。
ネ
ッ
ト
社
会
で
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
は
、

保
護
者
自
身
が
、
「
ネ
ッ
ト
・

ス
マ
ホ
の
実
態
と
対
策
」
を
学

ん
で
か
ら
、
子
ど
も
に
ス
マ
ホ

を
使
用
さ
せ
る
と
い
う
意
識
の
啓

発
と
学
べ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
重
要
だ
。

ネ
ッ
ト
い
じ
め
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

高
宮
城

修


